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ページ セクション 修正箇所 誤 正

23 1.1.3 表1.2

23 1.1.3 本文の下から2行目 ランダムな値をネットワークIDとして付加する ランダムな値をインターフェースIDとして付加する

23 1.1.3 図1.16 ネットワークID（2箇所） インターフェースID（2箇所）

101 2.3.1 本文の上から15行目 10 MB×8 bps（bit per second）＝80 Mbit 10 MB×8 bit/B＝80 Mbit

147 2.4.6 図2.32 C:¥User¥singlestar>tracert（2箇所） C:¥User¥singlestar>ping（2箇所）

148 2.4.6 図2.33

185 3.2.2 本文の上から7行目 ユーザ名は各ドメイン名においてユニークである必要がある。 ユーザ名は各ドメインにおいてユニークである必要がある。

228 4.1.2 本文の上から4行目 共有鍵暗号方式を使わずに 共通鍵暗号方式を使わずに

232 4.2.1 本文の下から6行目、5行目（2箇 SecureID SecurID

245 4.2.2 本文の上から4行目 ［設定］をクリックし ［設定］タブをクリックし

247 4.2.2 本文の下から2行目 アクセスを許可する場合は［ブロックを解除する］ アクセスを許可する場合は［アクセスを許可する］

261 4.4.1 本文の下から13行目 TLSの電子証明書をすることもある TLSの電子証明書を発行することもある

262 4.4.1 本文の下から5行目、3行目 サービス不能（DoS＊2）状態という（図4.15）。

　この状態を……＜中略＞……DoS攻撃がある。

サービス不能（DoS＊2）状態という。

　この状態を……＜中略＞……DoS攻撃がある（図4.15）。

267 4.4.2 注＊3の本文の上から2～3行目 アクセスアドレスバーの背景色が アドレスバーの背景色が

302 5.2.1 本文の下から4行目 画像などを貼り込むこともできる。画像張り込み 画像などを貼り込むこともできる。画像貼り込み


